
出席の状況
会員数　56名（内出席免除　３名）　出席者数　38名　　欠席者数　18名
出席率　69.09％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠席者　相原，福元，花房，原田，加戸，鴨井，川本，木本，小菅，熊野，大賀，岡村，鈴木，丹治，
　　　　槌田，山田，横山，（平野）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 11月23日開催のインターアクトクラブ指導者講習会に参加の皆様、お疲れさまでした。ホストクラ

ブとして日笠常信会員、河村会員にはご尽力いただき、ありがとうございました。
末吉会員 ： 岡山県インターアクト指導者講習会では、日笠常信会員、河村会員、大変お世話になりました。
河村会員 ： 岡本会長さん、末吉幹事さんのご指導のもと、11月23日のインターアクト指導者講習会が無事、開催

できたことをホスト校として感謝いたします。会員の皆様ありがとうございました。
日笠（常）会員 ： インターアクト指導者講習会のお礼 11月23日の指導者講習会ではお世話になりました。早朝より

出席頂いた岩本様、岡本和夫様、末吉様、小松原様、河村様、事務局中山様、厚くお礼を申し上げ
ます。

大 饗会員 ： 樋口さん優勝おめでとうございます。この次は私も36あるので優勝をめざしたいと思います。
樋口会員 ： ゴルフ同好会コンペ、久々に行かせていただき楽しくプレーさせていただき、また、優勝までさせても

らってありがとうございます。
仲田会員 ： 次回例会を商用で欠席しますのでスマイルいたします。
氏房会員 ： 前回の例会欠席しましたのでスマイルします。
笠原会員 ： 先週欠席して申し訳ございません。スマイルします。
 ９件　28,000円（累計 680,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
ハンセン病
　本日はハンセン病についてお話してみたいと思います。
　別名、らい病（レプロシー）と言われ、桿菌のマイコバクテリウム・レプラによっておこる慢性的な感染性疾患で
す。感染症のなかでは最も伝染力が弱いと言われています。臨床的兆候は2つの型があり、その中間像も様々
に存在します。1つはらい腫型または多菌型として知られ、結節（こぶ）が特徴で、 治療しなければ最終的に顔を破壊し、皮膚、神経、
四肢、眼に永久的な損傷を与えます。もう1つの型は、類結核型あるいは少菌型ともいわれ、進行がゆっくりで症状も穏やか、皮膚上
に感覚の失われた斑紋を生ずるものです。
　中世のハンセン病患者（leper）は自分の存在を警告したり、施しを恵んでもらうため、拍子木またはベルを持っていました。 そして
感染のおそれから強制的に「レパー」療養所に隔離されておりました。19世紀、20世紀には患者を隔離するため、世界各地でハン
セン病患者の専用居住地が主に沖合の島に設置されました。
　長くこの病気は、遺伝性なのかあるいは感染症なのかを巡って議論、研究がなされてきました。19世紀の半ば、 レプロシーはスカ
ンジナビアで流行しており、ノルウェーの皮膚科医ダニエル・ダニエルセンは研究の結果、遺伝性であると結論づけましたが、その義
理の息子であったゲンハール・ヘンリック・アルマウェル・ハンセンはある患者の鼻の皮膚から生検材料を採って顕微鏡で観察した
ところ、無数の棒状の菌を観察しました。1940年代後半、レプロシー（らい病）は公式にハンセン病と呼ばれるようになりました。ノル
ウェー人のパイオノアに敬意を表するとともに、 差別用語「らい病」「らい患者」にしばしば伴う偏見を減らすためでもありました。我
が国でも1996年「らい予防法」を廃止する法律が可決され、患者の強制隔離策が終了しました。
　1995年以来WHOは薬物を無料で配布し、1980年代半ばにはまだ大きな問題であった多くの国々からもレプロシーはなくなりまし
た。この病気は現在ほとんどがアフリカ、アジア、ラテンアメリカの国々に集中しています。地球規模での流行はなくなったが、毎年25
万人以上の患者が新たに見つかっているということです。
幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 12月のロータリーレートは1ドル=106円です。
② 訃報が届いております。2007-2008年度国際ロータリー第2690地区ガバナー、総社RC会員森下和郎様が
11月22日㈫ご逝去されました。ご葬儀は家族葬にて11月24日㈭に執り行われました、とのことでございます。
病院葬は、12月11日㈫11時より、総社セレモニーホールにて執り行われます。

③ 11月29日㈫19時より、「第2回IDM」を「Ryoutei」奉還町本店で開催致しますので、ご出席予定の皆様はよろしくお願い致します。
④ 11月30日㈬18時30分より、「歴史同好会第十回定例会」が「割烹津山」で開催されますので、ご参加予定の皆様はよろしくお願い致します。
⑤ 次週12月5日㈪の例会は、 年次総会となっておりますので、 ご出席くださいますようお願い致します。
⑥ 他クラブ週報を回覧いたします。

し の ぶ 会 幹　事　末　吉　賢　多
　11月第４例会プログラムにおいて、７月24日・26日にご逝去された、南葉会員・梶谷会員を偲び、ご縁の深かった川西会員・
塩飽会員に御話頂き、スライドを上映致しました。
　お二人のクラブへの多大なる功績を再認識する時となりました。
◎南葉・梶谷両会員をしのぶ会 会　長　岡　本　和　夫
　新年度が始まってまもない7月24日に南葉幸雄会員の、そして二日後の7月26日には梶谷喬会員の訃報に接しました。突然のこ
とで唯々驚くばかりでありました。両会員ともに創立会員であり、クラプ草創期のご苦労などいかばかりかと想像するしかありませ
んが、25周年を迎えた今日までクラプを導いてくださいました。55名でスタートした我がクラブ
でありますが、幸い創立会員をはじめ会員の皆さん方はお元気でこられ、今日まで現役で
の逝去は稀でした。去るl0月30日に開催されました地区大会では両会員のご逝去が報告
され、参加者一同ご冥福を祈りました。
　個人的には、梶谷会員は岩本会員とともに推薦者になっていただき、平成18年2月の
入会当時の思い出が昨日のように思い出されます。あの当時、夜間例会の後のカラオケ
が盛んで例会の時とは違った表情を見せていただきました。南葉会員は、京都朱雀RCと
の友好関係をしつかりと築いていただき、ロータリーライフに楽しみを与えてくださいました。
酒の席では、「岡ちゃん、一献進ぜよう」と言っては楽しく杯を交わしたものです。
　お二人が亡くなられ、創立会員は11名となり寂しくなりましたが、今後は、先輩会員が
今日まで営 と々築いてこられました良い伝統を引き継いでいかなくてはなりません。創立
時から掲げられておりますテーマ「親睦の絆で高める奉仕の心」をもう一度こころに留め
て、岡山北西RCの確かなる歩みを踏み出していきましょう。

南葉 幸雄  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　私立大学  
ご　逝　去　2016年７月24日　享年85
ロータリー歴 1994-1995年度　５代会長  
 1996-1997年度　広報委員長  
 2003-2007年度　友好クラブ委員長  
 2009-2013年度　友好クラブ委員長  
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー   
米山功労者 第3回 マルチプル
   

梶谷　喬  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　総合病院  
ご　逝　去　2016年７月26日　享年82
ロータリー歴 1991.2-1991.6　　初代会長  
 1991-1992年度　２代会長 
 2002-2003年度　国際ロータリー第2690地区
　　　　　　　　　　　　　　　　第９ブロックガバナー補佐 
 1995-1996年度　国際奉仕委員長 
 1999-2000年度　社会奉仕委員長 
 2001-2002年度　プログラム委員長 
 2003-2004年度　会員増強委員長 
 2004-2005年度　新世代活動委員長 
 2005-2006年度　出席委員長 
 　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
 米山功労者 第５回 マルチプル 
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出席の状況
会員数　56名（内出席免除　３名）　出席者数　38名　　欠席者数　18名
出席率　69.09％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠席者　相原，福元，花房，原田，加戸，鴨井，川本，木本，小菅，熊野，大賀，岡村，鈴木，丹治，
　　　　槌田，山田，横山，（平野）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 11月23日開催のインターアクトクラブ指導者講習会に参加の皆様、お疲れさまでした。ホストクラ

ブとして日笠常信会員、河村会員にはご尽力いただき、ありがとうございました。
末吉会員 ： 岡山県インターアクト指導者講習会では、日笠常信会員、河村会員、大変お世話になりました。
河村会員 ： 岡本会長さん、末吉幹事さんのご指導のもと、11月23日のインターアクト指導者講習会が無事、開催

できたことをホスト校として感謝いたします。会員の皆様ありがとうございました。
日笠（常）会員 ： インターアクト指導者講習会のお礼 11月23日の指導者講習会ではお世話になりました。早朝より

出席頂いた岩本様、岡本和夫様、末吉様、小松原様、河村様、事務局中山様、厚くお礼を申し上げ
ます。

大 饗会員 ： 樋口さん優勝おめでとうございます。この次は私も36あるので優勝をめざしたいと思います。
樋口会員 ： ゴルフ同好会コンペ、久々に行かせていただき楽しくプレーさせていただき、また、優勝までさせても

らってありがとうございます。
仲田会員 ： 次回例会を商用で欠席しますのでスマイルいたします。
氏房会員 ： 前回の例会欠席しましたのでスマイルします。
笠原会員 ： 先週欠席して申し訳ございません。スマイルします。
 ９件　28,000円（累計 680,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
ハンセン病
　本日はハンセン病についてお話してみたいと思います。
　別名、らい病（レプロシー）と言われ、桿菌のマイコバクテリウム・レプラによっておこる慢性的な感染性疾患で
す。感染症のなかでは最も伝染力が弱いと言われています。臨床的兆候は2つの型があり、その中間像も様々
に存在します。1つはらい腫型または多菌型として知られ、結節（こぶ）が特徴で、 治療しなければ最終的に顔を破壊し、皮膚、神経、
四肢、眼に永久的な損傷を与えます。もう1つの型は、類結核型あるいは少菌型ともいわれ、進行がゆっくりで症状も穏やか、皮膚上
に感覚の失われた斑紋を生ずるものです。
　中世のハンセン病患者（leper）は自分の存在を警告したり、施しを恵んでもらうため、拍子木またはベルを持っていました。 そして
感染のおそれから強制的に「レパー」療養所に隔離されておりました。19世紀、20世紀には患者を隔離するため、世界各地でハン
セン病患者の専用居住地が主に沖合の島に設置されました。
　長くこの病気は、遺伝性なのかあるいは感染症なのかを巡って議論、研究がなされてきました。19世紀の半ば、 レプロシーはスカ
ンジナビアで流行しており、ノルウェーの皮膚科医ダニエル・ダニエルセンは研究の結果、遺伝性であると結論づけましたが、その義
理の息子であったゲンハール・ヘンリック・アルマウェル・ハンセンはある患者の鼻の皮膚から生検材料を採って顕微鏡で観察した
ところ、無数の棒状の菌を観察しました。1940年代後半、レプロシー（らい病）は公式にハンセン病と呼ばれるようになりました。ノル
ウェー人のパイオノアに敬意を表するとともに、 差別用語「らい病」「らい患者」にしばしば伴う偏見を減らすためでもありました。我
が国でも1996年「らい予防法」を廃止する法律が可決され、患者の強制隔離策が終了しました。
　1995年以来WHOは薬物を無料で配布し、1980年代半ばにはまだ大きな問題であった多くの国々からもレプロシーはなくなりまし
た。この病気は現在ほとんどがアフリカ、アジア、ラテンアメリカの国々に集中しています。地球規模での流行はなくなったが、毎年25
万人以上の患者が新たに見つかっているということです。
幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 12月のロータリーレートは1ドル=106円です。
② 訃報が届いております。2007-2008年度国際ロータリー第2690地区ガバナー、総社RC会員森下和郎様が
11月22日㈫ご逝去されました。ご葬儀は家族葬にて11月24日㈭に執り行われました、とのことでございます。
病院葬は、12月11日㈫11時より、総社セレモニーホールにて執り行われます。

③ 11月29日㈫19時より、「第2回IDM」を「Ryoutei」奉還町本店で開催致しますので、ご出席予定の皆様はよろしくお願い致します。
④ 11月30日㈬18時30分より、「歴史同好会第十回定例会」が「割烹津山」で開催されますので、ご参加予定の皆様はよろしくお願い致します。
⑤ 次週12月5日㈪の例会は、 年次総会となっておりますので、 ご出席くださいますようお願い致します。
⑥ 他クラブ週報を回覧いたします。

し の ぶ 会 幹　事　末　吉　賢　多
　11月第４例会プログラムにおいて、７月24日・26日にご逝去された、南葉会員・梶谷会員を偲び、ご縁の深かった川西会員・
塩飽会員に御話頂き、スライドを上映致しました。
　お二人のクラブへの多大なる功績を再認識する時となりました。
◎南葉・梶谷両会員をしのぶ会 会　長　岡　本　和　夫
　新年度が始まってまもない7月24日に南葉幸雄会員の、そして二日後の7月26日には梶谷喬会員の訃報に接しました。突然のこ
とで唯々驚くばかりでありました。両会員ともに創立会員であり、クラプ草創期のご苦労などいかばかりかと想像するしかありませ
んが、25周年を迎えた今日までクラプを導いてくださいました。55名でスタートした我がクラブ
でありますが、幸い創立会員をはじめ会員の皆さん方はお元気でこられ、今日まで現役で
の逝去は稀でした。去るl0月30日に開催されました地区大会では両会員のご逝去が報告
され、参加者一同ご冥福を祈りました。
　個人的には、梶谷会員は岩本会員とともに推薦者になっていただき、平成18年2月の
入会当時の思い出が昨日のように思い出されます。あの当時、夜間例会の後のカラオケ
が盛んで例会の時とは違った表情を見せていただきました。南葉会員は、京都朱雀RCと
の友好関係をしつかりと築いていただき、ロータリーライフに楽しみを与えてくださいました。
酒の席では、「岡ちゃん、一献進ぜよう」と言っては楽しく杯を交わしたものです。
　お二人が亡くなられ、創立会員は11名となり寂しくなりましたが、今後は、先輩会員が
今日まで営 と々築いてこられました良い伝統を引き継いでいかなくてはなりません。創立
時から掲げられておりますテーマ「親睦の絆で高める奉仕の心」をもう一度こころに留め
て、岡山北西RCの確かなる歩みを踏み出していきましょう。

南葉 幸雄  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　私立大学  
ご　逝　去　2016年７月24日　享年85
ロータリー歴 1994-1995年度　５代会長  
 1996-1997年度　広報委員長  
 2003-2007年度　友好クラブ委員長  
 2009-2013年度　友好クラブ委員長  
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー   
米山功労者 第3回 マルチプル
   

梶谷　喬  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　総合病院  
ご　逝　去　2016年７月26日　享年82
ロータリー歴 1991.2-1991.6　　初代会長  
 1991-1992年度　２代会長 
 2002-2003年度　国際ロータリー第2690地区
　　　　　　　　　　　　　　　　第９ブロックガバナー補佐 
 1995-1996年度　国際奉仕委員長 
 1999-2000年度　社会奉仕委員長 
 2001-2002年度　プログラム委員長 
 2003-2004年度　会員増強委員長 
 2004-2005年度　新世代活動委員長 
 2005-2006年度　出席委員長 
 　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
 米山功労者 第５回 マルチプル 
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例会プログラム例会プログラム例会プログラム例会プログラム



出席の状況
会員数　56名（内出席免除　３名）　出席者数　38名　　欠席者数　18名
出席率　69.09％　　前々回訂正　90.91％　　　　
欠席者　相原，福元，花房，原田，加戸，鴨井，川本，木本，小菅，熊野，大賀，岡村，鈴木，丹治，
　　　　槌田，山田，横山，（平野）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 11月23日開催のインターアクトクラブ指導者講習会に参加の皆様、お疲れさまでした。ホストクラ

ブとして日笠常信会員、河村会員にはご尽力いただき、ありがとうございました。
末吉会員 ： 岡山県インターアクト指導者講習会では、日笠常信会員、河村会員、大変お世話になりました。
河村会員 ： 岡本会長さん、末吉幹事さんのご指導のもと、11月23日のインターアクト指導者講習会が無事、開催

できたことをホスト校として感謝いたします。会員の皆様ありがとうございました。
日笠（常）会員 ： インターアクト指導者講習会のお礼 11月23日の指導者講習会ではお世話になりました。早朝より

出席頂いた岩本様、岡本和夫様、末吉様、小松原様、河村様、事務局中山様、厚くお礼を申し上げ
ます。

大 饗会員 ： 樋口さん優勝おめでとうございます。この次は私も36あるので優勝をめざしたいと思います。
樋口会員 ： ゴルフ同好会コンペ、久々に行かせていただき楽しくプレーさせていただき、また、優勝までさせても

らってありがとうございます。
仲田会員 ： 次回例会を商用で欠席しますのでスマイルいたします。
氏房会員 ： 前回の例会欠席しましたのでスマイルします。
笠原会員 ： 先週欠席して申し訳ございません。スマイルします。
 ９件　28,000円（累計 680,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
ハンセン病
　本日はハンセン病についてお話してみたいと思います。
　別名、らい病（レプロシー）と言われ、桿菌のマイコバクテリウム・レプラによっておこる慢性的な感染性疾患で
す。感染症のなかでは最も伝染力が弱いと言われています。臨床的兆候は2つの型があり、その中間像も様々
に存在します。1つはらい腫型または多菌型として知られ、結節（こぶ）が特徴で、 治療しなければ最終的に顔を破壊し、皮膚、神経、
四肢、眼に永久的な損傷を与えます。もう1つの型は、類結核型あるいは少菌型ともいわれ、進行がゆっくりで症状も穏やか、皮膚上
に感覚の失われた斑紋を生ずるものです。
　中世のハンセン病患者（leper）は自分の存在を警告したり、施しを恵んでもらうため、拍子木またはベルを持っていました。 そして
感染のおそれから強制的に「レパー」療養所に隔離されておりました。19世紀、20世紀には患者を隔離するため、世界各地でハン
セン病患者の専用居住地が主に沖合の島に設置されました。
　長くこの病気は、遺伝性なのかあるいは感染症なのかを巡って議論、研究がなされてきました。19世紀の半ば、 レプロシーはスカ
ンジナビアで流行しており、ノルウェーの皮膚科医ダニエル・ダニエルセンは研究の結果、遺伝性であると結論づけましたが、その義
理の息子であったゲンハール・ヘンリック・アルマウェル・ハンセンはある患者の鼻の皮膚から生検材料を採って顕微鏡で観察した
ところ、無数の棒状の菌を観察しました。1940年代後半、レプロシー（らい病）は公式にハンセン病と呼ばれるようになりました。ノル
ウェー人のパイオノアに敬意を表するとともに、 差別用語「らい病」「らい患者」にしばしば伴う偏見を減らすためでもありました。我
が国でも1996年「らい予防法」を廃止する法律が可決され、患者の強制隔離策が終了しました。
　1995年以来WHOは薬物を無料で配布し、1980年代半ばにはまだ大きな問題であった多くの国々からもレプロシーはなくなりまし
た。この病気は現在ほとんどがアフリカ、アジア、ラテンアメリカの国々に集中しています。地球規模での流行はなくなったが、毎年25
万人以上の患者が新たに見つかっているということです。
幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 12月のロータリーレートは1ドル=106円です。
② 訃報が届いております。2007-2008年度国際ロータリー第2690地区ガバナー、総社RC会員森下和郎様が
11月22日㈫ご逝去されました。ご葬儀は家族葬にて11月24日㈭に執り行われました、とのことでございます。
病院葬は、12月11日㈫11時より、総社セレモニーホールにて執り行われます。

③ 11月29日㈫19時より、「第2回IDM」を「Ryoutei」奉還町本店で開催致しますので、ご出席予定の皆様はよろしくお願い致します。
④ 11月30日㈬18時30分より、「歴史同好会第十回定例会」が「割烹津山」で開催されますので、ご参加予定の皆様はよろしくお願い致します。
⑤ 次週12月5日㈪の例会は、 年次総会となっておりますので、 ご出席くださいますようお願い致します。
⑥ 他クラブ週報を回覧いたします。

2016年～2017年度 国際ロータリー第2690地区 第40回岡山県インターアクト指導者講習会     インターアクトクラブ委員長　日笠 常信
2016年11月23日㈬10：30～15：30　
岡山市北区理大町1-1　岡山理科大学 加計学園25号館　理大ホール
ホスト校　　岡山理科大学付属中学校・高等学校インターアクトクラブ　
ホストＲＣ　岡山北西ロータリークラブ　
　　　参加　岡山理科大付属中学・高等学校インターアクトクラブ他県内７校
　　　　　　岡山北西ロータリークラブ他７クラブ、  第2690地区ガバナー補佐　同IA地区委員
10：30　記念撮影　開会式
11：30　記念講演⒈ 「岡山理科大学における科学ボランティア活動」

　岡山理科大学教育学部　高畑周一氏外
　大学生の多様なボランティア活動の事例紹介

12：00　昼食・休憩
13：00　記念講演⒉ 「やってみよう 福祉ボランティア」　

　社会福祉法人　旭川荘療育医療センター　堀野宏樹氏
14：00　班別討論 「私たちはどのようなボランティアができるか」
15：00　閉会式　熊本大分地震被災者へのメッセージ
当クラブ参加者　第2690地区ガバナー補佐 岩本一壽、岡本和夫会長、 末吉賢多幹事、IA委員長 日笠常信、 
　　　　　　　　同副委員長（理大中高校長）河村定彦、 青少年奉仕委員長 小松原隆代、 中山栄子
高校生からのメッセージに添えて、熊本県、大分県のインターアクト各クラブに岡山県のインターアク
ト会計から義援金を贈呈する予定です。お忙しい中、ご参加いただいた岩本様　岡本様　末吉様　河村
様　小松原様　中山様　厚く御礼を申し上げます。

ゴルフ同好会報告　　 ゴルフ同好会　副幹事　西　岡　貞　則
　11月23日、参加者15名にて吉備カントリークラブで第269回ゴルフコンペを開催い
たしました。
　少し寒い季節になりましたが、参加者のみなさんは大変元気で、楽しいコンペにな
りました。成績は、久しぶりに参加の樋口会員が大差をつけて優勝されました。上位３
名は以下のとおりです。
　ＨＤ改正　樋口会員２３　原田会員１９　横山会員２３になりました。

12月お祝い行事

 
  

し の ぶ 会 幹　事　末　吉　賢　多
　11月第４例会プログラムにおいて、７月24日・26日にご逝去された、南葉会員・梶谷会員を偲び、ご縁の深かった川西会員・
塩飽会員に御話頂き、スライドを上映致しました。
　お二人のクラブへの多大なる功績を再認識する時となりました。
◎南葉・梶谷両会員をしのぶ会 会　長　岡　本　和　夫
　新年度が始まってまもない7月24日に南葉幸雄会員の、そして二日後の7月26日には梶谷喬会員の訃報に接しました。突然のこ
とで唯々驚くばかりでありました。両会員ともに創立会員であり、クラプ草創期のご苦労などいかばかりかと想像するしかありませ
んが、25周年を迎えた今日までクラプを導いてくださいました。55名でスタートした我がクラブ
でありますが、幸い創立会員をはじめ会員の皆さん方はお元気でこられ、今日まで現役で
の逝去は稀でした。去るl0月30日に開催されました地区大会では両会員のご逝去が報告
され、参加者一同ご冥福を祈りました。
　個人的には、梶谷会員は岩本会員とともに推薦者になっていただき、平成18年2月の
入会当時の思い出が昨日のように思い出されます。あの当時、夜間例会の後のカラオケ
が盛んで例会の時とは違った表情を見せていただきました。南葉会員は、京都朱雀RCと
の友好関係をしつかりと築いていただき、ロータリーライフに楽しみを与えてくださいました。
酒の席では、「岡ちゃん、一献進ぜよう」と言っては楽しく杯を交わしたものです。
　お二人が亡くなられ、創立会員は11名となり寂しくなりましたが、今後は、先輩会員が
今日まで営 と々築いてこられました良い伝統を引き継いでいかなくてはなりません。創立
時から掲げられておりますテーマ「親睦の絆で高める奉仕の心」をもう一度こころに留め
て、岡山北西RCの確かなる歩みを踏み出していきましょう。

南葉 幸雄  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　私立大学  
ご　逝　去　2016年７月24日　享年85
ロータリー歴 1994-1995年度　５代会長  
 1996-1997年度　広報委員長  
 2003-2007年度　友好クラブ委員長  
 2009-2013年度　友好クラブ委員長  
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー   
米山功労者 第3回 マルチプル
   

梶谷　喬  様　ロータリー歴
入会年月日　創立会員  職業分類　総合病院  
ご　逝　去　2016年７月26日　享年82
ロータリー歴 1991.2-1991.6　　初代会長  
 1991-1992年度　２代会長 
 2002-2003年度　国際ロータリー第2690地区
　　　　　　　　　　　　　　　　第９ブロックガバナー補佐 
 1995-1996年度　国際奉仕委員長 
 1999-2000年度　社会奉仕委員長 
 2001-2002年度　プログラム委員長 
 2003-2004年度　会員増強委員長 
 2004-2005年度　新世代活動委員長 
 2005-2006年度　出席委員長 
 　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
 米山功労者 第５回 マルチプル 

－３－

本日のメニュー（12月５日）　
ズワイ蟹と冬のお野菜　バルサミコ酢を効かせて　　　牛肉と野菜のポトフ　　　
デザート　　　コーヒー　　　パンとバター

次回のメニュー（12月12日（ヘルシー和食））　
丼　　親子丼（サーモン　いくら醤油漬け　煎り胡麻　大葉　檸檬　山葵　舎利　県産昔醤油）
小鉢　春菊と木ノ子の浸し　湿地　舞茸　榎木　食用菊
温物　県産森林鶏と黄にらの茶碗蒸し　椎茸　銀杏　百合根　　　　　赤出汁　三種

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

例会情報例会情報例会情報例会情報

会　員　誕　生 配　偶　者　誕　生 結 婚 記 念 日
氏　　名

岡　村　秀　男
笠　原　英　司
家　守　政　孝
松　村　秀　治
福　元　裕　之

年月日
S12.12.29
S28.12.17
S52.12. 5
S41.12.29
S45.12.27

氏　　名
平　松　　　信
橘　高　正　剛

配偶者名
洋子
奈美

月日
12.5
12.14

氏　　名
山　下　浩　一
堀　川　辰　也
加　戸　裕　治

年月日
12.24
12.10
12.７

OUT
51
46
46

IN
50
47
50

GROSS
101
93
96

HD
36
26
26

NET
65
67
70

RANK
優　勝
準優勝
第３位

NAME
樋口芳紀
原田徹美
横山俊彦

hara
四角形

hara
四角形


